
 

 

「第 15 回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会」議事概要 

 

日  時：平成 25 年 10 月 18 日（金）13：30～16：40 

場  所：一般社団法人 高知県山林協会１F 会議室 

出席者：小林紀之委員長、奥田史郎副委員長、加藤真委員(欠席)、仲尾強委員、 

西村武二委員 

プロジェクト代表事業者 吉村伸一、植田恭平 

事務局 小松句美、倉野裕司、荒尾正剛、近藤信介、吉川聖真、森本祐平 

    川竹尚美 

     

議事 

  １ 経過報告 

  ２ 永続性確認について（報告事項） 

  ３ 高知県版 J-クレジット制度について（報告事項） 

（１） 高知県版 J-クレジット制度の承認について 

（２） J-クレジット制度説明会及び高知県版 J-クレジット制度説明会の開催 

  ４ モニタリング報告・検証に基づく温室効果ガス吸収量の認証について（審査事項） 

  ５ その他 

 

議事概要 

１ 経過報告 

（１）第 14 回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会の議事概要 

  ・５月 31 日（金）13:30～16:00 に（一社）高知県山林協会１F 会議室で開催。 

・「高知県三原村温室効果ガス吸収間伐推進プロジェクト」のモニタリング報告書及

び検証報告書に基づき、審査を行い 607t-CO2 の吸収量が認証された。  

・「いの町温室効果ガス吸収間伐推進プロジェクト」のモニタリング報告書及び検証

報告書に基づき、審査を行い 236t-CO2 の吸収量が認証された。  

 

（２）J-VER、県 J-VER、J-クレジット、高知県版 J-クレジット制度普及促進研修会等の 

実施 

・６月 14～21 日に「建設工事技術者研修会（高知県建設技術公社主催）」に参加。 

参加者 2,700 名。 

・９月３日に「第１回 四国圏カーボン・オフセット推進協議会」を開催。 

参加者 42 名。 

・９月 26～10 月２日に「J-クレジット制度 ネットワーク会議（経済産業省主催）」

（高松、松山、高知、徳島）に参加。参加者 76 名。 

・10 月 15 日に「J-クレジット制度説明会及び高知県版Ｊ-クレジット制度説明会」を

開催。参加者 41 名 

   

 



 

 

２ 永続性確認について（報告事項） 

  ・平成 25 年６月 30 日までに、全てのプロジェクト代表事業者（11 事業者）から森林

施業計画書または森林経営計画書、伐採届け等の永続性確認に必要な資料が提出さ

れ、不備がなかったことが報告された。 

  ・現地調査を実施した結果、不適切な主伐や土地転用及び災害等による森林吸収量の

消失が認められなかったことが報告された。 

 

３ 高知県版 J-クレジット制度について（報告事項） 

（１） 高知県版 J-クレジット制度の承認について 

  ・平成 25 年 10 月１日に開催された第１回 J-クレジット制度運営委員会で高知県版

J-クレジット制度が承認され、10 月 15 日よりプロジェクト開始届受付を開始した

ことが報告された。 

  ・高知県版Ｊ-クレジット制度では新たな委員会は設置せず、現行の認証運営委員会

を拡充し、プロジェクト登録、認証することが報告された。 

  ・高知県 J-VER プロジェクトのクレジット認証及び発行は、今年度末で完了し、登録

されている全ての県 J-VER プロジェクトを、高知県版 J-クレジット制度に移行する

ことが報告された。 

   

（２）J-クレジット制度説明会及び高知県版 J-クレジット制度説明会の開催 

  ・平成 25 年 10 月 15 日に、ザ クラウンパレス新阪急高知 花の間において説明会を

開催したことが報告された。参加者 41 名。 

  ・第１部では、J-クレジット制度の概要およびカーボン・オフセットの活用事例の紹

介、環境省の今年度施策について説明された。 

  ・第２部では、高知県版 J-クレジット制度の概要、申請手続き、高知県のカーボン・

オフセット普及に向けた取組、移行措置の要点と永続性管理について説明された。 

 

４ モニタリング報告・検証に基づく温室効果ガス吸収量の認証について（審査事項） 

（１）高知県津野町 龍馬の森間伐推進プロジェクト  

「高知県津野町 龍馬の森間伐推進プロジェクト」のモニタリング報告書及び検証報

告書に基づき、審査を行い 273t-CO2 の吸収量が認証された。  

 

（２）高知県中土佐町四万十黒潮の森間伐推進プロジェクト  

「高知県中土佐町四万十黒潮の森間伐推進プロジェクト」のモニタリング報告書及

び検証報告書に基づき、審査を行い 2,299t-CO2 の吸収量が認証された。  

 

５ その他 

・今後の予定として、第 16 回委員会については３－四半期中に開催予定。 

・内容については、高知県 J-VER 制度から高知県版 J-クレジット制度への移行、及

び高知県 J-VER 案件の認証審査となる予定。 


